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EMS処理による大麦の人為突然変異に関する研究
第3報数種の嬢性変異体の遺伝分析
小西猛朗
人為突然変異によって得られる嬢性変異体は，稗が短くなると同時に，いくつかの形質の
変化を伴うことが多い(蓬原ら1967.Hesemann & Gaul 1967. Kawai 1963.小西1968.
Kumar 81 aJ. 1967など). こうした随伴形質は櫨性そのものとどのような遺伝的関係を
もつものであろうか.また，不良な随伴形質を除く適切な方法がないであろうか.著者は，
突然変異務起物質である ethylmethanesulfonate (EMS)の大変種子処理によって得た
媛性変異体のうち，稗長以外の形質についてもかなり異なる特徴をもった数種の変異体を
用いて，媛性と随伴形質との関係および並渦性遺伝子と煩性遺伝子との相互作用について
研究を行ない，若干の結果を得た.ここに実験結果の概要を報告し，慢性遺伝子の育種的
利用の立場から考察を加えることにする.
本論に入るにあたって， 終始変わらぬ御指導を賜わった当研究所高橋|塗平教授および安田昭三助
教授に深謝するとともに， 実験遂行に協力された当研究室の沖永康男氏， 亀山瑞恵嬢に感謝の意を表
したい.
材料および方法
本実験には主として 6つの媛性系統を用いた.それらは，いずれも渦性裸麦品種「赤神
力」の種子を EMS水溶液に漫潰処理し〔方法の詳細は第1報〈小西 1967)を参照J.M， 
世代で選抜された.選ばれた系統は稗長が赤神力の約半分で，系統内の変異が少なく，し
かも稔性のよいもので‘あって，その上，稗長以外の形質について，それぞれ特異性のある
ものである.これらの系統は，便宜上， Msの世代系統番号(E，)で示すことにする.1969 
年に慢性系統聞の相互交雑の民 (DF，)について調査した.また，赤神力および当研究室
で並性品種に赤神力を9回戻し交配して造られ， 保存されている，並性の isogenic系統
(両者を対比する意味で，赤神力を「渦赤神力J，並性系統を「並赤神力」ということに
する)を優性系統に交配し， 1968年にそれらの F，(MF，)，また，翌1969年に F2(MFz) 
について，稗長をはじめ，多くの主要形質を調べた.
調査個体数は掻性系統聞の相互交雑の DF，については組合せ当り 14個体を 1区と
し，緩性系統および渦赤神力については各14個体ずつを 3区に栽植し，各区の両端の隣
接株2個体ずつを除き， 内側の 10個体について調査した.また， 燈性系統×渦赤神力お
よひ、並赤神力のMF，についても，慢性系統，渦赤神力との F，および並赤神力との F，を
各々 1区とし，区当り 14個体を栽植し，上記同様，内側の10個体を調査した.次代の
MFzについては，渦赤神力との九は約120個体，並赤神力との Fzは約300個体を栽植
し，併せて交配親各20個体ずつを植え，全個体を調べた，なお， 栽植方法は硝子室で幼
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苗を育成し，第2葉展開後，幅 90cmの畦に， Flは株間 9cmの1条に， F.は株間 9cm，
条間 9cmの2条の千鳥に移権した.ここで九の場合，個体聞の競争をできるだけ避ける
ために，渦性および一部の矯性のように幼苗期に判別できるものは群別し，それぞれの群
を3回反復で移植した;その後の栽培管理については，当研究室の慣行法に従った.
実験結果
1.簸性系統の特性
ここに供試した6つの慢性系統の特性を渦赤神力と対比して，第1表に示した.これら
の櫨性系統に共通している特性は，渦赤神力より晩生で，稗長は渦赤神力のおよそ半分で・
あるが，慢性化は伸長節間数の減少によるものでなく，各節間長の短縮によっている.ま
た，嬢性化によって大部分の形質も量的に減少している系統が多い.各系統の特異点は次
のごとくである.E.214は筒旬型で，幼苗期から他と判別できる.穂密度，i!長，粒長，
粒幅，粒厚は禍赤神力よりも短<.粒重は軽い.E3216は細稗で短穂，短i!，短粒，少げ
つとなり，粒重が軽い.E3251は細葉，極細稗，疎穂，多げつ，細粒の slender型であ
る.E3244は極短密穂で世短 <.穂数が供試系統中，最も少なく ，稔性が低く，小粒で千
粒重も軽い.E3263は極短i!，短粒を大きな特徴とし，稔性が幾分低い.E388は他の系
統と著しく異り，稗長以外の長さに関係する形質の多くは逆に渦赤神力より長<.むしろ
第 1表優性系統の特性
系統番号
E， 124 
E，216 
E，251 
E. 244 
E，263 
E， 88 
渦赤神力
出穂期
(月日〕
5. 6+ 
5. 1+ 
4.30+ 
5. 1+ 
4.28 
5. 7+ 
得長
(cm) 
45.6-
45.0-
53.0-
43.0-
51.0-
40.0-
4.25 95.1 
露関長
6.73 
6.46 
6.27 
6.49 
6.43 
6.52 
6.45 
穂 長 穂密度
(cm) (mm) 
5.02 1.63-
4.59- 1. 79 
5.90 2.01+ 
2.32- 0.80-
4.65- 1. 49-
4.87- 2.21+ 
5.52 1. 75 
芭長 1株穂数。cm) (本〉
5.24- 10.5-
5.12- 12.3-
6.55 24.1+ 
3.98- 9.1-
1. 77- 13.1-
11.51 + ・14.0-
6.36 18.0 
系統番号
E， 124 
E，216 
E， 251 
E，244 
E，263 
E. 88 
稔性 (%)
l鈍8 1969 
94.7 89.9 
89.4- 78.2-
9仇6 91.1 
67.4- 56.3-
85.3- 66.5-
85.8- 68.2-
粒長
~盟i
5.37-
5.60-
5.67-
5.67-
4.75-
6.88+ 
粒幅粒 厚
(mm) {Jllm) 
3.21- 2.l4-
3.29 2.28 
2.83- 1. 88-
3.12- 1. 89-
3.46 2.36 
3.23- 2.04-
千粒種
鈍
19.0-
23.4-
15.1-
18.3-
22.8-
25.。
その他
???
??
??
渦赤神力
-・ a・ー・・ー由時・・ー・・・圃ー・ー・4・4・ー........、・・・・・・ M・..._._..・_.....-_..ー・ー・--'"・ー..._-_......・ー‘・・ー・.・・・・
27.5 (原品積〕98.2 98.8 5.99 3.47 2.38 
+渦赤神力より有意的に大きいもの.一渦赤神力より有意的に小さいもの.
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並性によく似ている.すなわち，幼苗期から出穂前後にかけて葉は淡緑色で長〈垂れ，芽
鞘， t三護穎，底刺，粒などは長く，並性のものと判別できないほどである.穂の抽出は
不完全で，葉鞘内で開花 ・結実するものが多く，稔性は幾分低下する.
なお， 1969年には，赤かび病が発生し.やや稔性が低下するものもあったので，参考ま
でに，その被害の少なかった前年の結果も併記した.傾向は両年とも類似している.
2.鰻性遺伝子の相向性
これらの系統のもつ嬢性遺伝子の相向性を検定するために，系統間相互の交雑を行な
い，それらの民の稗長を比較した(第2表).組合せによって民の稗長は多少異るが，
全体として，倭性系統より長く，渦赤神力と同じか，若干短い. ただ， E3 88 xE3 251 
第 2表 媛性系統相互間交雑の Flの稗長 (cm)
，系統番号 124 216 251 244 263 88 
E， 124 (45.6) 81.6 82.6 80.4 88.7 89.6 
E， 216 81. 6 (45.0) 86.5 83.9 91. 2 98.2 
E. 251 82.6 86.5 (53.0) 83.2 83.6 56.9 
E. 244 80".4 83.9 83.2 (43.0) 75.9 90.9 
E， 263 88.7 91. 2 83.6 75.9 (51. 0) 99.8 
E， 88 89.6 98.2 56.9 90.9 99.8 (40.0) 
( )内は媛性系統の値を示す.渦赤神力:95.1cm 
の F1の稗長は著しく短<.両親のうち稗の長いE3251程度の慢性である.従って，
E，88のもつ嬢性遺伝子はE3251のものと同じ遺伝子座をしめ，複対立関係にあると考え
られる.一方， E3 244 xE3 263のF，は他のものより短稗ではあるが，稗の長い方の親 E，
263よりは正常型の渦赤神力に近い. 逆に， E3 88 x E， 263， E3 88 x E. 216などの F1は
渦赤神力より長稗である.これらの場合は対立遺伝子間の働きあいに起因するとみること
ができょう.以上の結果から，供試した6系統のもつ嬢性遺伝子のうち，E，88とE.251
のは同じ遺伝子座にあるが，他の系統のは座を異にすることがわかった.
なお，全体的に， F1の稗
長が渦赤神力より短いもの との稗長の比較 (cm)
第3表 F1(綴性系統x渦赤神力〕と渦赤神力
が多いことは，対立遺伝子
聞の働きあいによるとも考 系統計(緩み統〕〈pxd赤神力〕 F.-P Fl~渦赤神力
えられるが， これらの F1
E. 124 38.6** -4.2 
は反復をもたないために，
56.1 94.7 
E. 216 52.9 100.1 47.2** 1.2 
明らかなことはわからな E，251 67.4 91. 0 23.6*事 7ー.9*
し、. E，244 53.9 94.2 40.3ホホ -4.7 
3.矯性の遁伝 E，263 40.9 99.2 58.3柿 0.3 
第3表に示すように，こ E， 8 69.1 109.4 40.3ホ* 10.5事*
れらの慢性系統を渦赤神力 渦赤神力 98.9 
と交配したとき，それらの *5%水準で有意差.**1 %水準で有意差.
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F1は矯性系統より長稗となり，渦赤神力とほぼ同程度の正常型となる.ただ，極細拝の
E.251との交難の F1は渦赤神力より短梓となり，長世の E.88のF1は逆に長稗となり，
雑種強勢がみられる.従って，これら2交雑では慢性遺伝子と対応する正常遺伝子との聞
に働きあいが認められる.
次に， これらの交雑のれにおける稗長の変異は第1図に示すように，多くの組合せで
は，嬢性系統とほぼ同程度 30~ F. (Es 263x赤伸カ}
えているので，これらの特 E， 124 
性をも参照すると，慢性型 E，216 
を正常型から識別すること
は容易である.その結果，
この嬢性を単劣性の遺伝と
考えることは無理があり，
b:， 88 慢性に関しては2つの劣性 u 
遺伝子が関与して，補足的 t 9: 7としてのV値.
に働きあっているとみるべきであろう.
ここに供試した原品種「赤神力」は自然突然変異によって生じた渦性といわれる l穫の
慢性遺伝子 (uz)をもっている.この渦性遺伝子は第3染色体上に座位し，並性に対して
単劣性として遺伝することが知られている (Takahashi& Yamamoto 1951).そこで，
EMS処理によって得たこれら6系統のもつ媛性遺伝子が，渦性遺伝子とどのような遺伝
的関係にあるかを知るために，嬢性系統を並赤神力と交雑し， F.における分離の状態を
調べた.第5表に分離して得られた4つの型，並正常型，並慢性型，渦正常型および渦媛
の稗長をもっ櫨性型と，渦
赤神力程度の正常型とに明
瞭に分かれた.そして，そ
れらの分離比は第4表に掲
げるヱうに，正常型3に対
して蟻性型が1となり，慢
性は1つの劣性変異遺伝子
に支配されていることを示
している.ただ， 1つの例
外として，第l図下段に示
した E，216との交雑では，
F.の稗長の変異が多少と
も連続的で，稗長だけから
は慢性型と正常型とを明確
に区別することが困難であ
った.しかし，慢性型の多
くは蟻性親のもつ細稗，短
穂，短芭などの特徴をそな
20 
10 
例 。
?
?
?
???
? ? ??
20 
10 。
70 80 
秤 長(回目)
第1図 F2 (媛性変異系統x渦赤神力)における稗長の変異
110 
第4表 F，(媛性系統x渦赤神力)における
正常型と媛性型の分離
系統番号 正常型 緩性型 計
χ2 
P (3: 1) 
1. 533 0.2-<>.3 
7.111 極小
2.561t 0.1-0.2 
2.253 0.1へ1>.2
0.499 0.3-0.5 
92 
69 
23 
39 
115 
108 
E，251 36 
25 
116 
113 
80 
88 E，244 
E，263 1. 278 0.2-心.381 34 
30 
115 
0.821 0.3-<>.5 74 104 
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第 5表 F， (媛性系統x並赤神力〉における媛性遺伝子と渦性遺伝子との連鎖関係
系統番号 並正常型並媛性型渦正常型渦媛性型 計 χ'(X'L) p 組勢価
E，124 
E，216 
観察数
期待数f
観察数
期待数
198 29 
180.43 30.32 
134 87 
149.46 73.29 
E，251 観察数 208 9 
期待数 206.33 7.42 
24 29 
30.32 39.93 
14 62 
281 (35.714) 
281.00 6.078 
極小
0.1-0.2 
297 (183.839)廿極小
24.61 
17.60 56.65 297.∞ 5.405 0.1-0.2 17.30 
6 62 285 (202.667) 極小
7.42 63.83 285.00 0.674 0.8"心.9 5.35 
一一一.-.・・一一一一ーー晴也曲島四時台町四四国崎信唱叫働白ー・~.，・一一"一一回ーーーー一一回一ーーー
E，244 観察数 157 59 50 21 287 (0.147) 0.7-0.8 
期待数 161.44 53.81 53.81 17.94 287.∞ 1.415 0.1-0.8 独立
E，263 
E，邸
観察数
期待数
観察数
期待数
観察数
期待数
165 59 
164.81 54.94 
185 29 
201. 13 16.37 
214 
217.50 
57 12 293 
54.94 18.31 293.00 
10 66 290 
16.37 56. 13 290.00 
10 66 290 
9.54 62.96 290.00 
十期待数は最右欄の組換え価より求めた.
廿 27:21 : 9 : 7としての χ弘値.
什t12 : 3 : 1としての V 値.
(2.133) 
2.553 
(167.910) 
15.252 
162.792什f
0.226 
0.1-0.2 
0.3-0.5 
極小
極小
極 ~J、
0.8-0.9 
独立
(12.01) 
6.82 
性型の分離比を観察数として掲げ，組換え価を求め，それに基づいて期待数を算出した.
その結果，第5表の最右欄に示すように，供試した6系統のうち， 4系統のもつ媛性遺伝
子は渦性遺伝子と連鎖しており，他の2系統で‘は独立で・あった.連鎖の認められたものの
中で， Es 216については，前述のように悟性に関して 2つの劣性遺伝子が関与し，そのう
ちのいずれか1つが渦性遺伝子と連鎖していると考えられる. また. Es 88は長世など並
性に似た特性をもち.F.で分離してきた並正常型と並慢性型との識別が困難なものもあ
ったので，組換え型である並慢性型と渦正常型との観察数は著しく異った.その結果，組
換え価12.01克に基づいて算出した4つの型の期待数と観察数との差は大きく， 1'2値は
95%の信頼限界をはるかに越えるものとなった. そこで， 並正常型と並掻性型を一緒に
して並型とし，それと渦正常型および渦媛性型の 3群に分けて組換え価を求めると 6.82
%となり，観察数は期待数によく合致した.そして，この値は Es251の組換え価5.35%
と近似しており，相互交雑の F，のところで述べた2つの遺伝子の複対立関係を裏づける
ものと考えられる.
4.矯性と他形質との関連性
ここに供試した系統は，ただ稗長が短いだけでなく，幾つかの特異的に変異を含んでお
り，これらの特性が媛性とどのような遺伝的関係にあるかを知ることは，突然変異遺伝学
上および育種上， 興味がある. そこで，媛性系統x渦赤神力の F.を用い，各組合せ当
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り約110個体について稗長と他形質の関係を調べた.その一部として，稗長と穂密度ある
いは世長との関係を3交雑について第2図に示した.なお，図が繁雑となるため，調査し
た九個体の約半数の値をプロ vトした.慢性系統のもつ密穂や短芭の特性は，凡で分離
F. (E. 244xi刷、神)
1.8r _ ."! 2.0 
IA昼、
，，~車
ヨ竃 赤神力1.8
F. (E. 263xi晶赤神カ)
2.6 
• 
• • .・ 2 .....[.88 .、24E ・、!?民 2.2 ・. 
力2.0 . ， . 
務縛:43・L .・. 1.8 
• 、 . 。 1∞ 40 60 80 1∞ 
12 
九(E.88Xi両赤神カ)
穂
1.4 
密
度1.0tE.，予
ヨ血
~O.6 
1.6十.3:
1.d 脅tks263
E 
， 
• . -
•• 
•• 
• .ー・.ー.~  
• ・哩一，. 
・'!"y・J赤神力
60 80 1∞ 40 60 80 1∞ 40 60 80ー '1布
稗長 (c皿) 稗長(岨) 蒋畏 (cm)
F2 (媛性変異系統×渦赤神力〉における手事長と穂密度および全長との関係
お力5 略カ 10 《L88? 』 • • 
~J E， 支援
• 4 
3 8~ • 
• • -H得制 6 
第 2図
して来た慢性型のすべてにみられる. たとえば， E3244は慢性密穂短tさであり，その九
における慢性型は密穂短芭であり，調査した範囲内 (F2113個体のうち，慢性型 25個体，
第4表参照〉では慢性の疎穂や長世個体はみられない.そして，穂密度や世長についても
変異型は正常型と容易に識別できる. また， E3263の嬢性極短芭系統との F2でも，芭長
の分離は明確で，F. 115個体中， 34の嬢性個体はすべて極短t主である.穂密度については
両親聞の差が前の交雑ほど大きくないので，九集団のさ長の変異は連続的となったが，
慢性個体で渦赤神力ほどの吉長をもつものは見出されない. さらに，筒旬 (E3124)，短
穂 (E3216)，細稗 (E3216，民 251)についても，つねに慢性と相伴って行動することが
明らかになった.これらの結果から，慢性系統のもつ諸特性は慢性遺伝子の多面的作用に
よるか，あるいは慢性遺伝子と密接に連鎖した別の変異遺伝子に支配されるものと考えら
れる
しかし， E388の場合は明らかに，上述のものとは異なる.第2図の右端に示したよう
に，九の穂密度と世長の変異は連続的となり，その上，嬢性と疎穂あるいは長吉は相伴
って遺伝しない.これは嬢性遺伝子のほかに，別の穂密度を支配する遺伝子，またはさ長
に関与する遺伝子が，たまたま同時に変異したと考えられる.穂密度および長琶の変異が
連続的であることから，これらの形質の遺伝様式はかなり複雑のようであり，今後，詳細
な調査が必要である.
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5.<矯性温伝子と渦性遺伝子との働きあい
いままでは慢性系統×渦赤神力の交雑における形質の変異について述べたが，遺伝的背
景は渦性遺伝子をふくむ渦赤神力と同じものであったとみてよい.従って，嬢性系統また
は凡で分離してきた慢性型については，変異した嬢性遺伝子と，もとから渦赤神力のも
っていた渦性遺伝子との複合作用の結果をみてきたわけである.それ故に，変異して得た
慣性遺伝子だけの作用を知るためには，遺伝的背景から渦性遺伝子を除いて調べることが
望ましい.そこで，媛性系統×並赤神力の九において分離してきた並性の緩性型を選び，
これと他の型とを比較してみることにする.ここに， Es 216は人為突然変異によって得た 、
2つの劣性嬢性遺伝子をもち，九で並性の両劣性個体と単劣性個体とを判別することが
困難であった. また， E388については，前述したように，並媛性型を並正常型と区別し
難いものもあったので，これら2交雑を除いて残りの4つについて考えることにする.
第6表には九個体の中から類別された4つの型，並正常型，並嬢性型，渦正常型およ
び渦櫨性型の平均稗長が示されている.まず，同じ型についてみると，並正常型と渦正常
型では， どちらも交雑の聞には差異が認められない.渦嬢性型については交配親の媛性系
統と同じ遺伝子型であり，極性系統は原品種の，約半分の稗長をもつものを選んだために
交雑聞の違いは当然小さい.しかし，並嬢性型は交雑によってかなりの差があり，稗長に
対する作用力は様性遺伝子の種類によって異なることを示している.
第 6表 F， (媛性系統x並赤神力〉における 4つの表現型聞の稗長の比較 (cm)
系統番号並正A常型並綴B性型渦正C常型渦緩D性型 A-B C-D (A-B)-(C-D) B-C 
E，124 108.5 66.5 85. 7 44.4 42.0** 41.3*. 0.7 -19.2・
E，251 103.9 61. 0 88.8 49.2 42.9** 39.6*. 3.3 -27.8紳
E，244 104.1 78.6 81.1 58. 7 25.5事事 22.4*. 3.1 -2.5 
E，263 106.9 90.6 87.5 51. 8 16.3* 35.7*. 一19.4 3.1 
-・・・・・・・・・・・・・・・・司_....~. ・唱..暢4・・・・・・ー........-._・....‘・.._..ー・ー・・・・・ー・.-. ・、....岬・-ー.........ー・骨司暗・ー・ 4・....."'.・e・..・岨a・司4
平均 107.2 81. 6 86.8 52.2 25.6* 34.6** -9.6 -5.2 
本59百水準で有意差.**19百水準で有意差.
次に，類別された4つの型の稗長を比較してみると， 1つの様性遺伝子をもった並掻性
型は，すべての交雑で並正常型より短稗である.また，渦正常型は並正常型より，渦媛性
型は渦正常型より， それぞれ短稗となっている.すなわち，相手側の遺伝子には関係な
し掻性遺伝子または渦性遺伝子を加えることによって，稗長は短 くなる.また，並様性型と
渦正常型との比較では，前述のように慢性遺伝子によって稗長の短縮程度が違うために，
E，244や E3263のように両型聞に大きな差異のみられないものから，E3 124や E3251
のように並煩性型が渦正常型より著しく短稗になるものまである.換言すれば，慢性遺伝
子の中には渦性遺伝子と共存した場合は同程度の媛性効果を示すが，渦性遺伝子を除いた
場合の嬢性遺伝子の単独効果は渦性遺伝子とほぼ同程度のものや，著しく稗長を短くする
ものもある.このことから，稗長についての嬢性遺伝子と渦性遺伝子との働きあいが予知
される.そこで， 正常型と櫨性型との稗長差を並性 (A-B)と渦性(C-D)について比
較するために，両者の稗長差の差 ((A-B)ー (Cー D))を求めてみると，交雑によって
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かなり異っている.例えば， E3124などの系統のもつ掻性遺伝子は並渦性遺伝子の有無に
関係なく， ほぼー燥に稗長を縮める. これに対して，E3263のもつ倭性遺伝子は渦性遺
伝子との共存によって著しく短稗化する. このことから，前者，E3124など 3系統のも
つ媛性遺伝子は尚性遺伝子と共存して，稗長に対し相加的に働くが， 後者の E3263では
2つの遺伝子の相加的効果以上に稗を短くし，両遺伝子聞の働きあいが認められるもので
ある.
さらに，稗長以外の形質についての優性遺伝子との働きあいをみるために，稗長の場合
と同様，F2における 4つの型の諸形質を調べた. 慢性遺伝子と渦性遺伝子との聞に連鎖
関係の認められた交雑で‘は，並媛性型と渦正常型の組換え型の出現頻度が低かったので、除
き，ここでは，両遺伝子聞に独立的関係のある，E，244とE，263の2交雑についての結
果を示すことにする.第3図では並E常型の平均値を 100とした場合の並媛性型，渦正常
型および渦嬢性型の各平均値の比率を示した.そして，左半分に長さに関係する形質を，
右半分に長さに関係しない幅， 厚さ，重さ， 数などの形質を，また， 形質の項の左側に
E3263の，右側に E3244の偵を凶示した.
o ~ ~ W W 100100 W W ~ ~ 0 
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第 3凶 Fz (後性系統x.~ÉJJ、 例1))) における表現型群聞の比較(池正常却)= 100として)
まず，媛性遺伝子の単独の効巣(並震性型〕についてみると， E3263のもつ壊性遺伝子は
長さに関する諸形質を同程度 (78.1 ~88. 3%)に短くするが， 長さに関係しない形質に対
しては余り減少効果をもたない.一方， E3244のもつ棲性遺伝子は長さに関する形質に対
する作用が形質によって貝ーり，穂長や穂密度には強く働くが，芽輸長や杭長などではあま
り短くならない.また，長さに関係しない形質については，穂数の減少をもたらし稔性
や千粒重を低下させるほかは，あまり大きな効果をもたない.このように，媛性遺伝子の
効果は，遺伝子の種類により，また，形質によって異る.
渦正常型にみられる渦性遺伝子の効果は|吋交雑においてはぼ等しく ，長さに出lするすべ
ての形質の長さを短くする.特に，!i輸長，穂長，秘i'~皆度， :cごl七などに強く1劫き，J~ さ iこ
関係しない穂数や千粒卓にも減少効巣を示す.
これら媛性遺伝子と渦性遺伝子とを共有する渦媛性型〈黒体で/J~す〉においては， 2つ
??
の遺伝子の個々の作用(図では両遺伝子が相加的に働くと仮定した場合の効果を中で示
す〉のほかに，両遺伝子の働きあいの効果がみられる.E3263では芽輸長，稗長，;::長
を著しく短くし，穂数を減少させ，稔性を低下させる一方， E.244では，穂長と穂密度を
除く他の長さに関する形質に対しては， 2つの遺伝子の働きあいを認めることはできな
い.ただ，穂長と穂密度は，並渦性遺伝子の有無に関係なく，懐性遺伝子をもつことによ
って，著しく短密穂となる.また，粒厚や稔性は2つの遺伝子の相加的効果よりも大きく
減少する.逆に穂数のように，渦掻性型の方が並媛性型より増加している場合もある.以
上の結果から，嬢性遺伝子と渦性遺伝子との働きあいの効果は，形質によって異なる.特
に，遺伝力の高いといわれる長さに関する形質に限った場合， E.263のもつ嬢性短芭遺
伝子と渦性遺伝子との働きあいによる減少効果は多くの形質で認められる.E.244の掻性
密穂遺伝子では，ほとんどの形質で働きあいの効果はみられず，むしろ，穂長や穂密度で
は，この媛性遺伝子の単独効果が大きく影響しているとみてよかろう.
考 察
日本の中 ・西部に広く栽培されている大麦は，渦性といわれる自然、突然変異によって生
じた 1つの嬢性遺伝子 (uz)をもち，幼苗や穂の諸器官が著しく短く，稗長や葉長など
の植物体のあらゆる部分の長さが縮まっている (Takahashi1942， 1951， Takahashi & 
Yamamoto 1951).従って，渦性品種を突然変異育種の素材として用いる場合，突然変異
によって新しく別の媛性遺伝子を加えることになる.このことは， 2つの嬢性遺伝子の共
存によって，稗長をはじめ.多くの形質の長さを著しく短縮させ，生産力や適応性につい
ても不利な面をもつことが多いと推察される.そこで，突然変異育種において考えなけれ
ばならない問題として，新しく変異した媛性遺伝子の選択と，それに関連した遺伝的背景
の選定とが挙げられる.これらは嬢性遺伝子の稗長に対する短縮作用と他形質への多面的
作用，およびそれらの変更の問題である.
そこで，本実験のように渦性品種を材料とした場合，最も重要と思われる渦性遺伝子と
横性遺伝子との働きあいの問題から論及してみたい.既に第6表で示したように，得長に
ついては4つの掻性系統のうち， 3つのものは慢性遺伝子と渦性遺伝子との相加的効果に
よって媛性化し. 2つの慢性遺伝子聞の働きあいは明瞭で、なかった.しかし， E.263系統
のもつ櫨性遺伝子のように，明らかに両嬢性遺伝子聞の働きあいを示すものもあった.さ
らに.Takahashi & Hayashi (1956)が指摘しているように，渦性遺伝子と， これに類
似した作用をもっ brachytic遺伝子 (br)の得長に対する短縮効果は，相加的あるいは
相乗的効果から期待されるとことろより，はるかに大きいものもある.一方，稗長におい
て両遺伝子の働きあいを示した E3263の慢性遺伝子も，稗長以外の形質についてみると，
穂長，穂密度，粒長などでは渦性遺伝子との働きあいは認められない.このように，遺伝
子聞の働きあいが形質によって異なることから，渦性品種に嬢性遺伝子を附加する場合，
その慢性遺伝子の選択が重要となろう.
これに対して，渦性遺伝子を切り離して，突然変異によって得た嬢性遺伝子だけを育種
的に利用する考えがある.すなわち，本実験に供試した渦性の慣性系統は極めて得長が短
く，直接，これらを利用することは困難と思われる.そこで，並赤神力との交雑で分離し
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てきた並性の慢性型と渦正常型との比較を試みた.ここで並慢性型は，渦正常型のもつ渦
性遺伝子を，突然変異によって得た別の優性遺伝子で置換した型ともいえる.こうした型
が，もとの「赤神力」に比して収量的に，あるいは適応的にどうであるかは今後の研究結
果を待たねばならないが，調査した外部形態的特性については，両型聞にかなりの変化が
みられる.稗長については第5表で示したように，渦正常型とほぼ同程度の稗長をもっ並
嬢性型もあり，あるいは短稗のものもある.従って，並棲性型でも，育種目標の 1つであ
る「赤神力」の壊性化という点については適当なものが自由に選放できるとみられる.
また，嬢性系統のもつ農業上不利と思われる形質の多くは，慢性遺伝子の多面的作用，
もしくはそれに隣接する他の遺伝子の作用によるものであると述べたが，壊性系統を並性
化することによって改善されるものもみられた.例えば，第3図の E3263についてみ
ると，この系統は嬢性で欠陥ともいうべき極短=C，短粒を特徴としていたが，並棲性型で
は，これらの欠点は補正され，さらに，渦正常型より長疎穂で長芭となり，粒厚く，穂数
は多くなっている.そこで，この棲性遺伝子をもっ並棲性型の，渦正常型に勝る点を挙げ
ることにする.その第1点は，第4図に示すように，草型の変化であり，下部節聞の詰っ
た，いわゆる倒伏し難い態勢となっている.並嬢性型と渦正常型の稗長はほぼ等しいが，
節間長の推移は第4図-Aで明らかなように，並媛性型の上部節聞は伸び，下部節聞は詰
っている.そして，稗全体と
しては第4図-Bのように，下
部に重心を置いた型となる.
耐倒伏性については多くの要
因が挙げられており，節間長
の比率だけでは片付けられな
いが，他の要因がすべて同じ
であるとしたら，この並嬢性
型のような草型が有利とみな
される.第2の利点は，第7
表に掲げるように，並慢性型
の粒揃いがよく，千粒重が重
いことである.すなわち，並
掻性型の粒幅と粒厚の平均値
は渦正常型のそれらよりも大
きく，粒長を含めた3形
質のいずれにおいても，
並媛性型の変異係数は小
さく，円い揃いのよい粒
となっている.また，千
粒重も重く，粒重の揃い
もよい.これらの形質の
反復力は高く(桐山・小
西 1960)，更に，普通
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第4図 F2 (Ea 263 x並赤神力〉における並媛性型と
渦正常型との稗長および各節間長の比較
第7表 F，(E， 263 x並赤神力)における並媛性型と
渦正常型の粒揃いおよび粒重の比較
並媛性型 渦正常型
形質
玄土SE CV(%) 玄土SE CV(%) 
6.05土0.0237 2.88 6.11土0.0261 3.14 
3.51土0.0125 2.62 3.46土0.0198 4.22 
2.50土0.0161 4.73 2.35土0.0156 4.88 
26.6土0.2756 6.13 25.2土0.4668 9.80 
粒長(mm)
粒幅(mm)
粒厚(mm)
千粒重 (g) 
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の密植栽培において千粒重の収量に対する寄与の大きいことから，穀粒としての大麦生産
性向上に何んらかの有利性をもつものと考えられる.
これに対して，同じ第3図に示した丸 244は慣性極密穂で部分不稔を特徴とするが，
並嬢性型にしても，稗長以外の形質については余り大きな利点を見出すことができなかっ
た.同じようなことが Hesemann& Gaul (1967)によっても報告されている.すなわ
ち，単劣性遺伝子によって支配される慢性密穂短粒の変異体に原品種 HaisaIを交雑し
たが，分離して来る慢性型はすべて密穂短粒型であった. しかし，他品種 BulchiGofa 
との交雑からは嬢性疎穂のものが選故された.このことから，彼らは育種的見地から遺伝
的背景の選定が重要であることを指摘している.
最後に.E，88のもつ嬢性遺伝子について若干触れてみたい. この慣性系統は，第2図
で示したように，慢性遺伝子のほかに同時に変異した長在あるいは疎穂の遺伝子をもって
いると考えられる.そのため，慢性系統相互交雑の民の E388系列および渦赤神力との
民の稗長が他の民より大きかったことは，嬢性遺伝子および，あるいは長芭遺伝子の働
きあいが関係したとも考えられる.また.E，216の稗長の遺伝の項でも指摘したように，
全く別々に生起した変異が，たまたま M2個体に同居することもあるので，嬢性と他形質
または嬢性の遺伝的行動を知ることは育種上重要である.一方.Ea 88とE，251の媛性
遺伝子は複対立関係にあると考えられるが，両系統の特性は著し〈異なっている点は，遺
伝 ・育種上，興味あるところである.
摘 要
渦性裸麦品種「赤神力」を EMSで処理して得た多数の媛性系統のうちから，媛性以外
の形質についてもかなり異なる 6系統を選び，嬢性の遺伝，それに随伴した諸形質との関
連性および慢性遺伝子と渦性遺伝子との働きあいについて調べた.その結果は次のように
要約される.
1 )緩性の多くは，それぞれ異なる 1つの劣性遺伝子によって支配されるが，そのうち
の2つは複対立関係にあった.また. 2つの劣性遺伝子が関与し，補足的に働くものもあ
った.
2)これら 6系統のうち. 4系統のもつ矯性遺伝子は第3染色体上にある渦性遺伝子
(uz)と連鎖していた.
3)嬢性系統にみられた筒旬，細稗，密穂，短琶などの変化は，慢性遺伝子の多面的作
用またはそれに隣接する別の遺伝子の作用によるものである.長t::変異については，慣性
遺伝子とは全く別の遺伝子が関与しているとみなされる.
4)これらの慢性系統の一見不利と思われる他形質の変化L 遺伝的背景の渦性遺伝子
を並性遺伝子に変更することによって，育種的価値を高めることができるものもあった.
5 )嬢性遺伝子と渦性遺伝子との働きあいは，嬢性遺伝子や対象形質によって認められ
るものもあるが，概して. 2つの遺伝子は相加的に働く場合が多いようである.
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